
私の通勤時間は車で 10 分である｡ しかし同僚

の中には片道 120 分近くかけて通勤している者も

いる｡ 私は 18 時 45 分に研究室を出ても 19 時に

は夕食のテーブルについていることができる｡ し

かし 1日 1冊の新書を, 通勤時間で読み終えてい

る片道 120 分のその同僚を, 私は時々うらやまし

く思う｡ では私が片道 120分の通勤を行った場合,

私の効用に正の影響があるのか, それとも負の影

響があるのか｡ また, それらの効果はどのくらい

の大きさなのだろう｡ 自分で居住地あるいは職場

を選択している場合はよいかもしれないが, 雇い

主から突然に勤務地の変更などを命令され, この

ような状態になった場合はどうか｡ しかも, 小さ

な子供がいて, 育児の手伝いが必要なときであれ

ば, 私の家族にとっては相当に深刻な問題になる｡

そのようなときに, 私はいったいどれくらいの不

利益を被ることになるのだろうか｡

NHK が毎年行っている 『国民生活時間調査』

によると (NHK 放送文化研究所 (2005)), 日本の

勤め人の平日の通勤時間の平均は, 片道で 39 分

である｡ 東京圏に限ると 51 分になる｡ 一方, ア

メリカのセンサス 2000 によると, アメリカの通

勤時間は, 2000 年においては 25.5 分, 州別にみ

るとニューヨーク州が最も長く 31.7 分である｡

全国平均でみても日本のほうが長く, 東京圏の通

勤時間は特に長いようである｡ 交通手段としては,

アメリカは 90％弱が車による通勤であり, ニュー

ヨーク州でも 65％が車で通勤している｡ 一方,

東京は圧倒的に鉄道による通勤が多い｡

江戸時代, 東京は職住近接の状態であったが,

明治以降, 官庁や学校, 銀行や商業施設といった

ものが都心へ立地し, ここへ勤めている人々が,

当時の山の手地区に住居をかまえ, 通勤をはじめ

た｡ その後, 都心部の集積の利益の力による中心

業務地区の発展と, 民間の鉄道会社による鉄道整

備と沿線の宅地開発があいまって, 東京の通勤圏

は郊外へと広がっていくことになる｡ このような

歴史的な変遷は家田 (2004) が詳しい｡ またこの

通勤圏の広がりを, 東京駅までの鉄道の所要時間

の変化をみることにより経年的に分析している研

究がある｡ 鈴木・吉永 (2006) がそれである｡

彼らは, 地理情報システム (GIS) を用いて,

関東地方 1都 6県を範囲とする東京都市圏の鉄道

網の整備による時間圏域の変化を, 1960 年から

2000 年にわたって経年的に測定している｡ 彼ら

は時間圏域を, ｢Ａ駅からＴ時間以内に鉄道と徒

歩のみで到達できる範囲｣ と定義しており, この

場合 ｢Ａ駅のＴ時間圏域｣ と言う｡

彼らの計算によると, たとえば東京駅からの所

要時間が 90 分の時間圏域は, 1960 年には 3000

km2であったのが, 2000 年には 5500km2にまで増

加している｡ 1960 年から 1980 年にかけては西部

への拡大が, 1980 年から 2000 年にかけては東部

への拡大が顕著であったようである｡

東京にみられるような長時間通勤は無駄なので

あろうか｡ 超過通勤に関する論争がある｡

Hamilton (1982) は, すべての勤務先が中心業務

地区 (Central Business District) にあるような単

一中心都市を仮定し, 通勤者が中心に向かわない

ような経路 (円を描くような経路や中心から郊外方

向への経路) で通勤することを ｢無駄な通勤

(wasteful commuting)｣ と定義し, アメリカの複
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数の都市を対象に分析を行っている｡ その結果,

現実の通勤の実に 90％がこの ｢無駄な通勤｣ に

あたるという結論を導き出している｡ この衝撃的

な結論に, White (1988) が cross-commuting の

概念を導入し, 反論している (図参照)｡ cross-

commuting の場合, 勤め先か居住地を変更する

ことにより, 平均的な通勤時間を短縮できる｡ そ

して彼はこのケースのみが ｢無駄｣ にあたるとし

て, Hamilton と同じ分析対象地について再計算

を行い, 無駄な通勤は 11％に過ぎないという結

論を出している｡ これに対して Hamilton (1989)

が, White (1988) の計算は過小であるとし, そ

の原因を集計方法の中に指摘している｡

では日本ではどうであろうか｡ Merriman,

Ohkawara and Suzuki (1995) は, Hamilton と

White の両方の手法を東京の通勤圏に適用してい

る｡ 彼らによると, Hamilton の方法では東京の

90％が無駄な通勤になるが, White の推定方法を

用いると 15％が無駄な通勤であるという結論を

得ている｡

一方で, 通勤などの移動時間が負の効用をもた

らすのではなく, 正の効用をもたらすといった研

究 も 存 在 す る ｡ た と え ば Redmond and

Mokhtarian (2001) は, サンフランシスコの通勤

者に対してアンケート調査を行っている｡ それに

よると対象となった通勤者の実際の片道通勤時間

の平均は 29.57 分であるが, 彼らに尋ねた理想的

な通勤時間の平均値は 15.80 分であったと報告さ

れている｡ しかし, 理想的な通勤時間を 0分と回

答したもの, つまり通勤はないほうが望ましいと

答えたものは全体のわずか 1.2％にとどまってお

り, さらには理想の通勤時間を実際の通勤時間よ

り長く, できれば通勤時間を増加させたいと考え

ている通勤者が 7％いたと報告している｡ 鉄道や

車での移動そのもので精神的なリラックスができ

る通勤者や, 移動中に生産活動を行っているよう

な通勤者であれば, 通勤は短ければ短いほどよい

と必ずしも考えていないということが示されてい

る｡ 今日のように列車移動中でもインターネット

などが使用できる場合は, 特にこのような傾向が

増加してくる可能性は十分にある｡

通勤においてのもうひとつの問題は, 混雑であ

る｡ 非常に混雑した車両内ではとうてい上記のよ

うな生産活動を通勤途中に行うことも不可能になっ

てくる｡ 同じ 30 分の通勤でも非常に混みあった

道路や鉄道車両で通勤するのと, 交通量の少ない

道路やゆったりと座って通勤するのとでは疲労度

に大きな差がある｡ さらに混雑を考慮すると, そ

の程度によっては効用に負の影響を与えるであろ

う｡

日本の鉄道通勤における混雑疲労を定量的にと

らえようとした研究はいくつかある｡ たとえば,

福地 (1976) は混雑による疲労を, 混雑に伴って

必要とされるカロリー消費量ではかり, これを金

銭換算することにより疲労費用とした｡ ｢混雑に

よる異常カロリー消費量｣ というものを, カロリー

の混雑時消費量と平常時消費量との差で定義して

いる｡ これを金銭換算する際には, 事務作業を行っ

た場合のカロリー量を用いて時間換算, さらにそ

れを賃金率によって金銭換算している｡

交通工学のアプローチからは,家田ほか (1988)

や志田ほか (1989) がある｡ 彼らの手法は, 通勤

鉄道の利用者が混雑を回避するためにどのような

行動をとっているのかを観測し, その回避のため

に実際に費やした通勤時間の延着時間を賃金によっ

て金銭換算し, これを疲労の費用としている｡

経済学のアプローチでは, 山鹿・八田 (2000)

がある｡ 日本では, 通勤手当の非課税限度額が月

10 万円までであり, 企業は通勤者に交通費を支

給している｡ したがって通勤者の金銭的な負担は

実質的にはない｡ このことが, 遠距離からの通勤

の負担を軽くしていると言われるが, このような

金銭的な負担がゼロであるにもかかわらず, 東京

における土地の価格や家賃の水準が, 都心から遠

くになるにつれて下がっている｡ このことは時間

や疲労といったものが地価や家賃分布に反映され

ているからだと解釈することができる｡
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この点に彼らは着目して, JR 中央線沿線の家

賃分布から, 沿線通勤者の時間・疲労費用をあぶ

りだし, 金銭換算している｡ 彼らはまず, 通勤者

は混雑した鉄道での通勤によって生じる疲労を回

復するために, 一定の時間 (休憩時間) が必要で

あると仮定することにより, 疲労という非金銭的

費用を時間に換算した｡ そして, その疲労を含め

た通勤時間を, 特定化した効用関数に組み入れ,

その効用関数から導かれる家賃関数 (ヘドニック

価格関数) を JR 中央線沿線の賃貸マンションの

賃貸料のデータを用いて推定することによって,

疲労を示す変数が組み込まれた効用関数の各パラ

メータを推定した｡

そして, 通勤の疲労がある場合とない場合の効

用の変化分を, 推定された効用関数から計算し,

等価変分の定義を適用することにより通勤の時間

と疲労費用を求めた｡ さらに彼らはこの疲労費用

をもとに混雑の外部不経済を測定し, JR 中央線

の混雑時の料金は, 現行の定期料金の約 3倍弱が

最適であるという結論を得ている｡

このような通勤時間や通勤時の疲労を定量的に

計測することと労働問題とはどのように結びつく

であろうか｡ たとえば, 冒頭で述べたように, 配

転 (配置転換) 命令により勤務場所が変更になり,

通勤時間が非常に長くなり, その結果労働者が不

利益を被ることになるようなことが起こった場合

に, 不利益の大きさを具体的に金銭換算すること

ができれば, 客観的な指標として参考になるので

はないだろうか｡
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